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美術館での実験の可能性について情報を集めていた折、障害のある人たちの芸術文化活動を支援する

NPO、エイブル・アート・ジャパン様にお話を伺う機会がありました。今回はそのご縁で、イギリスのろう演出家、

ジェニー・シーレイさんのレクチャー会場にて、モバイル型文字通訳のデモンストレーション実験を行わせてい

ただきました。 

 ジェニーさんがイギリス手話と口話で話されるのを、英日通訳者が日本語にし、それをさらに手話通訳者が手

話にする、という幾重もの通訳連鎖の中にあって、MCC HubneT は、英日通訳者が音声日本語に訳した部分に

ついて、遠隔から文字通訳を行いました。 

 

    

 

 

 

 

                             

 

 会場では、iPhone２台による表示（１台は音声送信兼用）の他、データカードを用いた PC ブラウザによる

表示を用意しました。行数の少ない iPhone（横置き）用と、行数を多くできる PC 用の２つの回線を用意す

ることによって、両方の表示設定を使い分けると同時に、どちらかの回線が切れても、もう片方でバックア

ップができる態勢を整えて行いました。このような方法によって、遠隔の弱点である通信切れへの対処が

できるのではないかと考えています（ただし、通信受信側の電波が不良の場合はこの限りではありませ

ん）。当日は、現地側の通信状況に起因する字幕中断はありませんでした。 

 レクチャーの冒頭で、主催者の方から iPhone 字幕についての説明が行われると、参加していた聴覚障

害の方が２名、後方の座席から iPhone を設置してある前のテーブルに移動され、その後終了まで、手話

と字幕をご覧になっていました。 

 質疑応答では、話者交替の際の Bluetooth マイク受け渡しをどうするかという問題がありましたが、主催

者の方の機転で、スピーカーの近くに Bluetooth マイクを設置していただくことで、質問者、回答者の両者

の音声を明瞭に拾うことができました。この音声はセンターの入力者にとっても良好で、今後有効な方法

になると期待されます。 

 当日会場でいきなり iPhone による遠隔情報保障をご覧になった聴覚障害の利用者様にも評判は良く、

「演劇などの会場で応用できそう」というご意見をいただきました。また主催者の方からは「ほぼ 100％文

字になっている。演劇やワークショップなどでも有効活用できるのでは？」と、ご感想をいただきました。 

今までパソコン文字通訳（要約筆記）が届けられなかった場面に、この小さい iPhone が飛んでいけるよう

になると、もっともっと情報保障の可能性が広がっていくでしょう。 

ご協力いただきました皆様、本当にありがとうございました！ 


